
                                     

 

 

 

 

 

 運 営  

 給食センターでは市の職員の他に、平成 11年４月から業務の一部を委託している「石狩市公務

サービス株式会社（以下、公務サービス）」の職員が働いています（厚田学校給食センターは、平

成 20年４月から委託開始）。公務サービスには給食の調理や各学校までの配送、配膳などを委託し

ています。 

          
          栄養教諭 市職員    栄養士   公務サービス 調理員 

 施 設  

石狩市の学校給食センターは旧石狩地区と厚田区の２ヶ所にあります。旧石狩地区のセンター

は第１学校給食センターと第２学校給食センターを統合し、平成 29年４月より稼動しています。 

旧石狩地区の給食は昭和 42年に完全給食
（注）

がスタートし、平成元年には最大で 8,000食以上を調

理していましたが、現在は少子化に伴い 

約 5,150食を調理しています。 

 

（注） 

完全給食とは給食内容がパン又は米飯、

ミルク及びおかずである給食のこと 
 

  ◀ 学校給食 

        センター 

 

 

 

◀ 厚田学校給

食センター 

 

 

 

【お問合せ先】 石狩市学校給食センター     TEL:0133-62-8015 FAX:0133-72-2223 

石狩市厚田学校給食センター TEL＆FAX:0133-78-2141   

  

  調理場 

区 分 
学校給食センター 厚田学校給食センター 

所 在 地 
石狩市民図書館奥 

（花川北7条1丁目27番地） 

厚田中学校横 

（厚田区厚田171－４） 

敷地面積 10,947㎡ 750㎡ 

建物面積 3,418㎡ 410㎡ 

構 造 
鉄筋コンクリート造、 

一部２階建て 
鉄筋コンクリート造 

供用開始 平成29年４月 平成２年４月 

調 理 数 

約5,150食／日 

旧石狩地区の小９校、中５校 

※最大調理能力5,500食／日 

約240食／日 

厚田区及び浜益区の小４校、中３校 

※最大調理能力800食／日 

こどもたちにとって楽しみな時間であり、大事な食育の場ともなっている学校給食。 

その給食を支えている【運営】【施設】【給食費】【取り組み】についてご紹介します！ 

 

 

 

 

資料１ 

＜関わっている人はこんな人達です＞ 

＜給食センターの概要＞ 



 
 給 食 費  

 学校給食事業には１年間に約 5.8 億円の経費がかかっています。このうち、約１／２を占

めている食材費等を「給食費」として保護者の方にはご負担いただいています。 

※学校給食法第 11条２項に学校給食費は、保護者が負担することとされています。 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

※給食日数が異なるため、学校によって多少の差があります。 

 

【 学校給食試食会 】 

学校で行う試食会は自校で欠食学年があり、試食数が欠食数を超えない日で参加人数が 5 人以上

の場合に行うことが出来ます。 

試食会の費用は、食材費の他に光熱水費、調理員の人件費、施設維持費等も加算 

されているため、一食当たり小学校では 422円、中学校では 471円となっています。 

 

 取 り 組 み  

石狩市の給食の取り組みを一部ご紹介します。 

 

 

 

 

区 分 
年間最大 

給食数 
単価 

年間最大 

給食費 

月 額 

５～２月 ３月（最大） 

小 

学 

校 

１・２年 

195食 

242 47,190 

4,400 

3,190 

３・４年 249 48,555 4,555 

５・６年 255 49,725 5,725 

中 

学 

校 

１～３年 190食 320 60,800 5,400 6,800 

○地元・道内産を積極的に使用 

【地元産の例：米（ななつぼし）、望来豚、

小麦粉（きたほなみ）、鮭、なめこ】 
○バイキング給食（セレクト給食） 

 児童自身がメニューを決定できる特

別給食（小６のみ）で、食べ物の働きや

バランスの大切さを知る機会ともなっ

ています。 

○いしかりデー 

 通常よりも多くの地元食材を使用し

た給食を提供し、地産地消や食の安全

について考える機会となっています。 

＜ 最大の年間食数に基づく給食費（単位：円）＞ 






